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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成30年４月～平成30年12月）におけるわが国経済は、企業収益

や雇用・所得環境の改善等を背景に、引き続き緩やかな回復基調で推移いたしました。他方、米

中貿易摩擦の動向が世界経済に与える影響や海外経済の不確実性、金融資本市場の変動による影

響等が懸念されており、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの関連する建築業界におきましては、設備投資が底堅い動きを示しているものの、

公共投資が弱含みの傾向にあるほか、民間住宅投資や非住宅投資が概ね横ばいで推移するなど、

建築需要は力強さを欠いた状況にありました。

こうした経営環境の中で当社グループは、最終年度を迎えた中期３ヵ年経営計画の達成を図る

べく、成長戦略商品を中核とした収益力の増強と既存重点製品による安定的収益確保、価値創造

に向けた技術開発力の強化、及び生産性の効率化と製品付加価値の向上に全力を傾注し、収益性

の改革に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、建築需要が低調な足取りを続け

る中で、主力製品群である軽量壁天井下地と床システムが堅調であったことなどから、全体の売

上高は18,247百万円（前年同期比1.1％増）となりました。また、利益面におきましては、原材料

の高騰に伴う製品価格への転嫁の遅れ等もあり、売上総利益率の低下を余儀なくされましたが、

販管費の削減効果も奏功し、営業利益131百万円（前年同期比160.6％増）、経常利益においては

250百万円（前年同期比54.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は150百万円（前年同期

比182.9％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 三洋工業

主力製品群である軽量壁天井下地につきましては、戸建住宅用製品が堅調であったほか、バリ

エーションに富んだ地震対策用天井の受注量が伸長したことなどから、軽量壁天井下地全体の

売上高は増加となりました。

また、床システムにつきましては、学校体育館などスポーツ施設用の鋼製床下地材製品が横ば

いであったものの、集合住宅用の遮音二重床製品や再生木材を利用したデッキフロア及び置敷

式ＯＡフロア等が好調に推移したことなどから、床システム全体の売上高は増加となりまし

た。

アルミ建材につきましては、ルーバーの受注量が好調に推移したものの、主力製品であるアル

ミ笠木やエキスパンション・ジョイントカバー等が振るわなかったことなどから、アルミ建材

全体の売上高は減少となりました。

この結果、売上高は15,224百万円（前年同期比1.6％増）、セグメント利益は83百万円（前年

同期セグメント損失４百万円）となりました。
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② システム子会社

当社の子会社であるシステム会社（株式会社三洋工業九州システムほか）におきましては、床

関連商品を中心に積極的な設計指定活動や提案営業に注力したことにより、システム会社全体

の売上高は3,473百万円（前年同期比2.1％増）となりましたが、仕入コストの上昇に伴う利益

率の低下を招き、セグメント損失は87百万円（前年同期セグメント損失70百万円）となりまし

た。

③ その他

その他につきましては、売上高533百万円（前年同期比4.9％減）、セグメント損失は０百万円

（前年同期セグメント利益３百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金が減少したものの、商品及び

製品が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ1,045百万円増加し、25,077百万円となりま

した。

負債につきましては、主に短期借入金が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ1,321

百万円増加し、11,060百万円となりました。

純資産は、当第３四半期連結累計期間が親会社株主に帰属する四半期純利益となったものの、

配当金の支出があったことにより、前連結会計年度末に比べ276百万円減少し、14,017百万円とな

りました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期（平成30年４月１日から平成31年３月31日）の連結業績予想につきましては、平成30年５

月10日発表の数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,054 3,894

受取手形及び売掛金 10,066 8,012

商品及び製品 1,985 3,526

仕掛品 125 125

原材料及び貯蔵品 691 705

その他 60 105

貸倒引当金 △63 △51

流動資産合計 16,920 16,317

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,857 1,765

機械装置及び運搬具（純額） 568 581

土地 2,133 2,101

建設仮勘定 271 2,218

その他（純額） 181 179

有形固定資産合計 5,011 6,845

無形固定資産

ソフトウエア 460 370

その他 25 33

無形固定資産合計 486 404

投資その他の資産

投資有価証券 682 527

繰延税金資産 102 168

その他 890 836

貸倒引当金 △61 △23

投資その他の資産合計 1,613 1,509

固定資産合計 7,111 8,759

資産合計 24,032 25,077
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,101 6,929

短期借入金 274 1,874

未払法人税等 254 210

賞与引当金 358 147

役員賞与引当金 24 18

その他 1,088 1,401

流動負債合計 9,101 10,582

固定負債

長期借入金 22 15

退職給付に係る負債 170 10

その他 443 452

固定負債合計 636 477

負債合計 9,738 11,060

純資産の部

株主資本

資本金 1,760 1,760

資本剰余金 1,168 1,168

利益剰余金 11,269 11,162

自己株式 △205 △291

株主資本合計 13,992 13,800

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 284 176

退職給付に係る調整累計額 16 40

その他の包括利益累計額合計 300 216

純資産合計 14,293 14,017

負債純資産合計 24,032 25,077
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 18,045 18,247

売上原価 13,143 13,357

売上総利益 4,902 4,889

販売費及び一般管理費 4,851 4,757

営業利益 50 131

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 16 17

受取賃貸料 79 82

売電収入 33 34

その他 40 38

営業外収益合計 170 173

営業外費用

支払利息 2 2

不動産賃貸費用 27 29

売電費用 21 20

その他 5 3

営業外費用合計 58 54

経常利益 162 250

特別利益

固定資産売却益 - 140

事業譲渡益 23 -

特別利益合計 23 140

特別損失

固定資産除却損 16 2

特別損失合計 16 2

税金等調整前四半期純利益 168 388

法人税等 115 238

四半期純利益 53 150

親会社株主に帰属する四半期純利益 53 150
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 53 150

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 90 △107

退職給付に係る調整額 55 23

その他の包括利益合計 146 △83

四半期包括利益 199 66

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 199 66

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて記載しており

ます。

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16

日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資

産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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